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抄録：胃潰傷形成に対する副交感神経系の意義をラットを用いて検討した．その結果，次の三

点を解明できた．１）迷走神経胃枝を連続電気刺激すると胃体部に限局して潰傷が形成された．

また潰傷の程度すなわちulcerindex（ｍ、）は４時間刺激群では2.0士２．０（mean士ＳＤ)，８

時間刺激群では13.5士８．９ｍｍであった．２）胃壁内神経細胞は前胃部では筋層に存在し，胃体

部・前庭部では筋層と粘膜下層に存在した．３）前胃部を支配する節前細胞は迷走神経背側核

(ＤＭＮ）内の吻尾側に拡がるカラムの外側部に，胃体部・前庭部を支配する細胞は内側部にす

なわち部位特異的に分布していた.以上の成績より，ＤＭＮ内側部の細胞群の持続的興奮は胃体

部に分布する壁細胞から直接的に，また前庭部に分布するガストリン細胞を介して間接的に酸

分泌を増加させ，胃潰傷形成に重要な役割を果たすと考えられた．そしてその場合，粘膜下神

経細胞が酸分泌機能の発現に関与するものと推定された．

（自律神経，２５：292～303,1988）

緒言

迷走神経背側核（DorsalMotorNucleusofVagus：

ＤＭＮ）は胃7)8)20)，豚臓19)，肝臓9)などの内臓臓器を支

配する．この神経核の節前細胞から始まる節前線維は，

迷走神経を介して内臓臓器に分布する．一方，内臓臓

器中の節後細胞は節後線維を広汎に分枝し標的器官を

支配する．さらに標的器官から始まる求心性線維は迷

走神経を上行して節状神経節に入り孤束核に終わ

る7)．また孤束核から始まる線維は迷走神経背側核に

投射する'7)．このように内臓器官は迷走神経背側核を

中心とした自律神経反射弓の支配下にあり，またこの

神経核はより上位の神経核からの神経支配13)17)また液

性支配'8)を受ける．

これら迷走神経背側核(ＤＭＮ）を中心とした神経構

築は，これまで変性法を中心とした解析方法で研究さ

れてきた．Horseradishperoxidase（ＨＲＰ）や蛍光色

素を用いた神経標識法，とくに免疫組織化学的解析法
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の発展は，標的細胞とのシナプス接続様式なども解析

の対象としてきた．そしてラットを用いた最近の研究

から，迷走神経背側核の細胞群は臓器特異的な分布

viscerotopicorganizationをしている可能性も指摘さ

れている2)．ラットはこのような研究に際してしばし

ば実験動物として用いられるが，胃は前胃部・胃体部

そして前庭部の三領域に大別される．本研究では，こ

の点に着目して迷走神経の起始細胞の臓器特異的な分

布ばかりでなく，胃の部位特異的（sitespecific）神経

支配も成立しているのかなどの疑問を解明しようとし

た．

さらに胃壁内神経細胞については，用いる実験動物

の種によって差があることも報告されているので4)，

上記三領域における神経細胞の分布様式を解析し，胃

単位面積当たりの神経支配も推定した．その場合とく

に迷走神経の遠心路に注目し，先ず第一に機能的な立

場から，迷走神経胃枝の切断末梢端に連続刺激を加え

た場合，胃潰傷が実験的に形成しうるのか，第二に胃

潰傷の形成部位と節前細胞および胃壁内神経細胞の分

布様式との間にはどのような関係が認められるかなど

の疑問を解明しようとした．また得られた成績から副
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